
、

、
軍

、

（毎月10日発行）昭和耳5年1月10日

人口の動き
　1月1日現在
男5．77う←14）

女5。927（一24）

計ll．700（一38）
世帯数2．5耳う（一14）

（）内は前月との比較
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　　　難

鐵

　　　警

一轍徽
萎

鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ル

　
　
類
　
　
　
灘
　
離
き
，
臼
．
臼
纒

灘
覇
選
難
轟
・
－

灘
灘
語
鍵
轟
騒
騨
羅
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟻
翻

　
　
　
　
　
　
　
・
蒲
　
　
　
鞭
．

顯
　
　
　
　
…
灘
覇
纒

韻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簿雛

顎

難

鴇

素
，
，

㌔覗

號
，

蒙
蚕

購

　嚢講

式め

（役場前で写す）

　　　　　　　　　　出　　ぞ

匹例の6日の出ぞめ式のもようから
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×
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年
末
総
選
挙
に
よ

っ
て
政
界
の
地
図
が

塗
り
替
え
ら
れ
、
　
一

九
七
〇
年
代
へ
∩
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た

町
も
総
合
開
発
計
画

第
二
年
度
を
迎
え
る

わ
け
で
あ
る
が
、
新

し
い
年
を
占
う
に
は

欺
ま
ず
過
ぎ
去
っ
た
年
の
実
績
を
検
討

欺
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
少
し
古

　

欺
く
さ
い
手
法
で
あ
る
が
、
過
去
一
年

黙
間
の
町
政
に
つ
い
て
十
大
ニ
ュ
ー
ス

　

欺
と
い
う
形
で
振
り
か
え
り
、
新
し
い

欺
年
へ
の
展
望
の
出
発
点
と
し
た
い
。

　

欺
ゐ
　
千
手
水
道
移
管
交
渉
の
妥
結
と

期
町
営
水
道
の
建
設
　
長
年
の
懸
案
で

　

期
あ
っ
た
こ
の
問
題
が
、
国
鉄
と
の
交

欺
渉
妥
結
に
よ
り
軌
道
に
乗
つ
た
。

　

獄
名
　
議
員
の
定
数
減
　
注
目
さ
れ
て

欺
い
た
定
数
の
問
題
が
、
二
月
十
四
日

　

欺
の
議
会
で
投
票
採
決
の
結
果
四
名
減

欺
と
決
定
さ
れ
た
。

　

欺
亀
　
橘
小
・
中
プ
ー
ル
完
成
　
鋼
板

欺
製
と
い
う
新
し
い
様
式
の
プ
ー
ル
第

　

欺
二
号
が
七
月
末
完
成
し
た
。

欺
4
　
議
員
選
挙
無
投
票
と
な
る
　
新

　

漸
定
数
に
よ
る
初
の
議
員
選
挙
が
八
月

欺
十
日
に
行
な
わ
れ
、
予
想
に
反
し
て

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

無
投
票
で
二
十
二
名
が
選
出
さ
れ
た
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廟
　
総
合
開
発
計
画
の
策
定
　
計
画
潮

行
政
の
基
本
と
な
る
総
合
開
発
計
画
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
八
月
二
十
八
日
に
審
議
会
か
ら
町
欺

長
に
答
申
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砿
　
県
営
か
ん
排
事
業
の
推
進
　
県
期

の
提
示
し
た
概
要
書
に
も
と
づ
き
、
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
意
書
取
り
ま
と
め
が
行
な
わ
れ
、
欺

百
％
仁
近
い
同
意
を
得
た
。
　
　
　
朕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
　
国
鉄
発
電
工
事
完
成
　
半
世
紀
欺

に
わ
た
る
国
鉄
発
電
工
事
が
完
成
し
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

干
手
発
電
所
三
十
周
年
を
兼
ね
て
盛
欺

大
な
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼠
　
除
雪
体
制
の
整
備
　
車
両
の
増
欺

強
、
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
等
施
設
の
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
と
と
も
に
除
雪
協
力
会
が
組
織
欺

さ
れ
、
町
ぐ
る
み
の
除
雪
態
勢
が
発
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
欺

玖
　
学
校
統
合
の
推
進
　
教
育
委
員
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
を
中
心
に
関
係
住
民
と
話
し
合
い
欺

が
続
け
ら
れ
、
前
向
き
で
こ
の
問
題
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
取
り
組
む
体
制
が
作
ら
れ
た
。
　
欺

玖
　
年
末
総
選
挙
　
選
挙
結
果
の
大
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
い
波
紋
は
別
と
し
て
、
辺
地
の
男
欺

子
投
票
率
の
異
常
な
低
さ
が
印
象
的
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
た
。
三
〇
％
－
台
と
い
う
投
票
黙

率
は
、
出
か
せ
ぎ
で
男
の
い
な
い
過
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疎
部
落
の
実
態
を
語
っ
て
余
す
と
こ
欺

ろ
が
な
い
。
　
　
　
　
　
（
M
）
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

×
×
U
入
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
〕
入

囹
行

　
　
一
月

十
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

事

十
一
日
　
木
落
婦
人
会
新
春
娯
楽
大
会

十
二
日
　
新
年
度
予
算
編
成
打
合
せ
会

　
〃
　
　
農
業
共
済
評
価
員
会
議
（
橘

地
区
）

十
三
日
　
議
会
土
厚
委
員
会

十
四
日
　
消
防
幹
部
会

十
五
日

十
九
日

二
十
日

　
〃

二
十
二
日

二
士
看

二
十
六
日
・
二
十
七
日

　
っ
て
町
議
会
臨
時
会

三
十
日
　
農
業
共
済
評
価
員
会
議
（
上

　
野
・
千
手
地
区
）

仙
田
地
区
新
春
娯
楽
大
会

田
戸
婦
人
学
級

定
例
教
育
委
員
会

赤
谷
老
人
学
級

　
中
仙
田
老
人
学
級

　
構
造
改
善
会
議

　
　
　
　
　
両
日
に
わ
た
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町
議
会
十
二
月
定
例
会

条
例
は
五
件
を

ー
”
議
員
が

　
第
十
回
川
西
町
議
会
定
例
会
は
暮
れ

の
十
八
日
に
招
集
と
な
り
、
翌
十
九
日

と
会
期
二
日
間
で
、
、
昭
和
四
十
三
年
度

の
一
般
・
特
別
各
会
計
決
算
の
認
定
、

町
職
員
の
給
与
べ
ー
ス
を
改
定
す
る
た

め
の
関
係
条
例
の
一
部
改
正
等
を
行
な

い
、
ほ
が
に
請
願
二
件
を
審
議
し
で
、
閉

会
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
定
例
会
で
田
中
与
三
郎

氏
ほ
か
十
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般

質
間
を
行
な
い
、
根
津
町
長
は
じ
め
関

係
課
長
が
答
弁
に
立
っ
た
。

職
員
給
与
を
改
定

　
ま
ず
、
第
一
日
目
の
十
八
日
は
専
件

処
分
の
承
認
一
件
、
条
例
の
一
部
改
正

五
件
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
し
た
あ
と
、
四
十
三
年
度

一
般
会
計
・
同
国
保
事
業
特
別
会
計
・

同
国
保
施
設
特
別
会
計
・
同
農
業
共
済

特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産

管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
も
議

決
を
行
な
っ
た

　
こ
の
・
つ
ち
、
専
決
処
分
の
承
認
は
四

十
四
年
度
一
般
去
計
補
正
予
算
（
第
五

号
）
の
件
で
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
・

稲
作
特
別
対
策
費
・
林
業
費
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た
も
の
。
今

回
の
補
正
に
よ
っ
て
、
　
一
般
会
計
は
三

億
七
千
四
百
九
十
三
万
八
千
円
の
規
模

と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
条
例
関
係
の
改
正
は
職
員
給

与
条
例
・
教
育
長
の
給
与
旅
費
支
給
条

部
改
正

一
般
質
問
1

例
・
特
別
職
の
給
与
旅
費
支
給
条
例
・

税
条
例
・
火
葬
場
条
例
の
各
一
部
改
正

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
に
伴
い
、
職

員
の
給
与
は
人
事
院
勧
告
に
よ
っ
て
四

十
四
年
六
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
さ

れ
、
特
別
職
の
給
与
も
教
育
長
七
万
二

千
円
、
町
長
十
万
円
、
助
役
八
万
二
千

円
、
収
入
役
七
万
七
千
円
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
火
葬
場
条
例
の
改
正
は
火
葬

炉
の
使
用
料
を
、
十
四
歳
以
上
一
体
に

つ
い
て
二
千
円
、
十
四
歳
未
満
は
千
四

百
円
に
、
同
じ
く
霊
き
ゅ
う
自
動
車
の

使
用
料
を
走
行
距
離
十
キ
ロ
未
満
は
千

三
百
円
、
十
キ
ロ
を
超
え
る
と
き
は
一

キ
ロ
に
つ
い
て
六
十
円
を
加
算
す
る
と

い
う
も
の
。
ま
た
、
手
引
き
霊
き
ゅ
う

車
の
使
用
料
は
百
円
と
な
る
。

　
一
般
質
問
は

　
　
　
農
業
問
題
に
集
中

　
二
日
目
の
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
の

は
一
般
質
問
と
請
願
の
審
査
で
あ
る
。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
前
記

の
田
中
氏
以
下
、
発
言
順
に
水
落
達
一

数
藤
亘
・
上
村
忠
雄
・
須
藤
寛
蔵
・
平

野
圭
二
・
市
川
富
二
・
登
坂
茂
・
村
山

義
雄
・
滋
野
一
郎
・
高
橋
弥
太
郎
の
各

氏
か
ら
、
O
給
与
所
得
者
の
住
民
税
減

税
　
○
ほ
場
整
備
と
関
連
諸
問
題
　
○

過
疎
対
策
と
観
光
行
政
　
O
へ
き
地
保

育
所
の
改
善
　
○
民
生
の
安
定
　
O
役

場
庁
舎
の
増
築
　
○
国
・
県
道
の
改
修

促
進
　
○
作
付
転
換
の
問
題
　
O
災
害

復
旧
に
つ
い
て
等
が
た
だ
さ
れ
た
。

　
乙
れ
に
対
し
、
根
津
町
長
・
水
品
税

務
課
長
・
佐
藤
産
業
課
長
、
星
名
土
木

課
長
が
答
弁
に
立
ち
、
計
画
減
税
を
は

じ
め
と
す
る
町
の
方
針
を
説
明
し
た
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
「
老
人
の
福
祉
対
策
に
つ
い

て
」
は
保
留
と
な
り
、
新
規
の
「
中
仙

田
部
落
簡
易
水
道
施
設
設
置
」
請
願
が

土
厚
委
員
会
付
託
と
な
り
、
き
た
る
十

三
日
の
委
員
会
で
審
査
さ
れ
る
．
、

今
月
の

心
配
ご
と
相
談
日

本
さ
ん
の
自
宅
は
研
友
で
、
電

話
は
千
手
局
六
一
〇
〇
番
で
す

保
母
試
験
の

お
知
ら
　
せ

　
こ
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

四
日
間
、
新
潟
県
の
保
母
試
験
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
願
書
受
付
は
十
日
か
ら
二

月
五
日
ま
で
、
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
細
部
に
つ
い
て
社
会
課
へ
お
尋

ね
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

動
役
場
の
際
、
全
会
員
か
ら
・
、
雪
中
看

護
婦
を
ぜ
ひ
置
い
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
出
さ
れ
、
根
津
町
長
も
「
適
任
者

が
み
つ
か
れ
ぱ
。
」
と
確
約
、
そ
の
後

半
田
会
長
や
南
雲
春
江
前
会
長
・
小
林

与
作
地
区
振
興
会
長
な
ど
の
奔
走
に
よ

っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
す
で
に
、
田
戸
の
押
木
も
と
子
さ
ん

（
朔
）
が
詰
め
き
り
で
、
川
崎
所
長
の

指
示
を
受
け
て
看
護
婦
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
引

き
受
け
す
る
心
配
ご
と
相
談
。
　
一
月
の

定
例
相
談
は
次
の
予
定
曜
、
曳
す
か
h
、
ご
利

用
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
日
〕

　
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十
八
日

　
　
・
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か

　
　
　
ら
三
時
ま
で
。

　
　
・
相
談
員
は
藤
本
秀
雄
さ
ん
。
藤

仙
田
に

雪
中
看
護
婦

　
仙
田
へ
き
地
診
療
所
に
雪
中
看
護
婦

を
常
贋
し
、
真
冬
を
迎
え
て
、
医
療
問

題
で
心
配
の
多

い
地
域
の
要
望
に
こ
た

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
仙
田
連
合
婦
人
会
（
半
田

リ
ト
会
長
）
が
昨
年
秋
に
主
催
し
た
移

お

わ

び

　
前
号
の
議
会
関
係
記
事
中
、
分
担
金

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た

部
分
で
、
　
「
分
担
金
を
徴
収
す
る
乙
と

が
で
き
る
事
業
の
範
囲
に
、
」
の
次
に

「
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
を
加
え
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
、
　
「
林
道
の
新
設
及
び
改
修
箏

業
並
ぴ
に
そ
の
災
害
復
旧
事
業
を
加
え

た
」
と
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

糞い

解
、
…
ぽ
創
報
酬
惣
灘
葱
鋸
嚢
覇
繰
疑

　へ

議
会
傍
聴
記
終
な
く
て
は
套
い
ん
だ
な
あ
と
感
に
箸
篶
子
・
あ
る
い
は
老

　
　
仁
田
木
村
ア
ヤ

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
議
会
を
傍
聴
し
て
ま
ず
感
じ
た

の
は
、
開
会
時
刻
が
確
守
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
や
は
り
さ
す
が
だ
と
思

い
ま
し
た
。
緊
張
し
た
空
気
も
時
間

の
経
過
に
つ
れ
て
や
わ
ら
い
だ
よ
う

で
す
が
、
山
積
す
る
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
議
員
の
み
な
さ
ん
の
真
剣

な
姿
を
目
の
前
に
し
て
、
頭
の
下
が

る
思
い
で
し
た
。

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
ど
れ
も
町
の
発
展
の
た
め

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

中
で
も
、
出
か
せ
ぎ
の
問
題
は
切
実

人
の
こ
と
と
い
っ
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な

面
を
訴
え
る
た
め
に
、
婦
人
議
倒
が

い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
み
た
の
で
す
が
。

　
こ
の
う
え
、
わ
た
し
ど
も
と
議
員

の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
の
場
が
増
し

ひ
と
り
で
も
多
く
の
か
た
が
町
政
を

よ
く
理
解
で
き
る
よ
ろ
。
に
な
れ
ぱ
、

ど
ん
な
に
す
ぱ
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う

そ
ん
な
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
議
員
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
し
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

・
う
）
多
、
！
…
～
～
～
タ
タ
タ
～
～
多
～
う
～
～
タ
～
多
多

《ら圃

㊨
婦
繰

て
い
る
『
広
報
郵

政
』
を
拝
見
し
た

ら
、
年
賀
状
で
注

所
録
の
整
理
、
と

い
う
記
事
が
目
に
は
い
り
ま
し
た

親
類
や
知
人
な
ど
、
住
ん
で
、
い
る

場
所
は
そ
の
ま
ま
で
．
も
、
住
居
表

示
制
度
の
関
係
で
、
町
名

番
地
が
変

わ
っ
て
い
る
の
存
．
ず
い
ぶ
ん
見
か

け
ま
す
。
住
所
録
の
つ
け
た
し
や

訂
正
は
、
こ
の
際
ぜ
ひ
：
・
で
す

ヘ
ノ
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
寒

㊤
建
け
は
相
変
恕
ず
で
す

が
、
も
う
正
月
気
分
は
抜
け
て
教

室
の
空
気
も
落
ち
着
き
、
学
習
に

も
身
が
は
い
っ
て
い
る
、
の
で
、
し
ょ

う
ね
。
ま
た
、
新
し
く
小
学
校
へ

あ
が
る
子
ど
も
た
ち
を
持
つ
家
庭

で
も
、
す
で
に
仙
田
地
区
の
場
合

就
学
時
の
健
康
診
断
が
済
ん
だ
し

こ
れ
か
ら
と
い
う
千
手
・
上
野
・

橘
地
区
の
子
ど
も
た
ち
同
様
、
学

校
と
い
う
集
団
生
活
に
は
い
る
準

備
や
ら
、
さ
ぞ
希
望
に
満
ち
た
毎

日
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
・
つ
か
。

㊤
詰
誤
諜
綜
肺
知

り
の
小
寒
後
十
五
日
目
に
当
た
る

日
で
、
寒
が
わ
り
と
も
い
い
、
こ

の
日
か
ら
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
水
道
管
や
井

戸
の
ポ
ン
プ
が
凍
っ
て
、
台
所
仕

事
の
主
婦
に
と
っ
て
つ
ら
い
毎
日

が
続
き
ま
す
。
み
ん
な
が
協
力
し

あ
い
、
節
度
の
あ
る
家
嘩
生
活
を

心
が
け
な
が
ら
こ
と
し
の
冬
も
の

り
き
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

』
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園
児
の
募
集
期
限

川
西
幼
稚
園
は
二
月
十
四
日

千
手
保
育
園
は
一
月
三
十
日

　
　
四
月
に
川
西
幼
稚
園
と
千
手
保
育
園
に
そ
れ
ぞ
れ
入
園
す
る
幼

　
児
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
五
歳
児
は
川
西
幼
稚
園
で
、
入
園
願

　
書
は
二
月
十
四
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
よ
・
つ
。
ま
た

　
千
手
保
育
園
で
は
三
・
四
歳
児
あ
わ
せ
て
六
十
人
を
募
集
い
た
し

　
ま
す
が
、
こ
の
方
は
、
申
請
書
に
父
母
の
勤
務
評
明
書
等
を
添
え

　
て
、
今
月
三
十
日
ま
で
に
社
会
課
あ
て
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き

　
ま
す
。募

集
要
領

▼
川
西
幼
稚
園

◎
募
集
の
対
象

　
イ
　
五
歳
児
（
昭
和
三
十
九
年
四
月

　
　
二
日
か
ら
四
十
年
四
月
一
日
ま
で

　
　
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の
）
で
あ
る

　
　
こ
と
Q

　
ロ
　
千
手
小
学
校
の
通
学
区
域
内
に

　
　
住
所
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

◎
手
　
続
　
き

　
イ
　
決
め
ら
れ
た
入
園
願
書
に
必
要

　
　
な
事
項
を
記
入
し
て
、
教
育
委
員

　
　
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ロ
　
こ
の
願
書
の
提
出
期
限
は
二
月

　
　
十
四
日
で
す
。

　
ハ
　
願
書
は
役
場
の
窓
口
に
用
意
し

　
　
て
あ
り
ま
す
。

▼
千
手
保
育
園

〈
募
集
人
員
〉

　
・
三
歳
未
満
児
　
　
　
　
　
　
六
人

　
・
三
、
四
歳
児
あ
わ
せ
て
五
十
四
人

〈
募
集
の
対
象
〉

　
　
保
謹
者
の
就
労
や
病
気
等
の
理
由

〈
イ手

〈
そ 　

で
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

　
続
き
〉

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
人
し

　
て
、
今
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま

　
で
の
間
に
申
し
込
み
ま
す
。

　
お
よ
び
受
付
場
所
は
、
と
も
に
社

会
課
で
す
．

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
添
付
書
類

　
・
父
母
の
勤
務
評
明
書
（
勤
務
先

　
　
発
行
の
も
の
）

　
・
昭
和
四
十
三
年
分
給
与
所
得
の

　
　
源
泉
徴
収
票

　
・
母
の
内
職
評
明
書

　
・
家
族
の
病
気
が
理
由
の
場
合
に

　
　
は
医
師
の
診
断
書

　
の
他
〉

　
・
申
請
書
提
出
時
に
、
係
か
ら
い

　
　
ろ
い
ろ
お
た
ず
ね
す
る
こ
と
が

　
　
あ
り
ま
す
か
ら
、
申
し
込
み
に

　
　
は
必
ず
家
族
の
か
た
が
お
い
で

　
　
く
だ
さ
い
。

　
・
現
に
在
園
児
で
、
継
続
し
て
入

　
　
所
を
希
望
す
る
場
合
で
も
、
忘

　
　
れ
な
い
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

ロ
　
申
請
書
用
紙
の
備
え
付
け
場
所

ハ
　
申
し
込
み
の
際
は
印
形
を
忘
れ

二

〈
注
意
〉

　
　
・
病
気
等
に
よ
り
、
集
団
生
活
が

　
　
　
困
難
な
場
合
は
御
遠
慮
ね
が
い

　
　
　
ま
す
。

蛎羽
金あ
結い根
果

　
昨
年
十
月
一
日
に
始
ま
つ
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
・
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に

明
る
い
お
正
月
を
と
実
施
し
た
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
は
、
い
ず
れ
も
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
目
標
額
を
完

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
の
状
況
や
配
分
の
結
果

を
次
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
赤
い
羽
根

○
戸
別
募
金
　
　
　
二
四
五
、
八
四
八
円

○
大
口
募
金
　
　
　
　
　
一
、
〇
一
四
円

○
学
校
募
金
　
　
　
　
一
三
、
七
九
四
円

○
た
す
け
あ
い
育
成
費
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
．
O
O
O
円

　
　
合
計
　

三
一
〇
、
六
五
六
円

　
こ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
か
ら
、
四

十
五
年
度
の
活
動
費
と
し
て
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
十
九
万
五
千
円
が
配
分

さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
　
　
（
十
二
月
二
十
三
日
現
在
）

〈
募
金
〉
　
○
戸
別
八
万
一
百
四
十
七

円
　
○
大
口
三
万
二
千
円
　
○
社
会
福

祉
協
議
会
三
万
九
千
四
百
四
十
三
円

〈
配
分
〉
　
○
生
保
世
帯
へ
二
万
七
千

五
百
五
十
円
　
○
母
子
世
帯
へ
二
万
五

百
円
　
○
身
体
障
害
児
へ
千
円
　
○
身

体
障
害
（
一
・
二
級
）
者
ヘ
ニ
万
八
千

五
百
円
　
○
寝
た
き
り
老
人
へ
一
万
三

千
五
百
円
　
○
福
祉
施
設
入
所
児
童
へ

五
手
五
百
円
　
○
重
度
心
身
障
害
者
・

児
へ
二
千
五
百
円
　
○
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
及
び
施
設
へ
七
千
五
百
円
　
○
特

別
養
護
老
人
ホ
！
ム
入
所
者
へ
五
百
円

○
後
保
護
指
導
所
入
所
者
へ
五
百
円

○
長
期
入
院
患
者
四
万
二
千
円
　
ほ
か

に
送
金
手
数
料
等
が
二
千
四
十
円
　
以

上
で
、
合
計
す
る
と
募
金
・
配
分
と
も

十
五
万
一
千
五
百
九
十
円
に
な
り
ま
す

　
こ
の
、
歳
末
た
す
け
あ
い
で
配
分
の

対
象
に
な
っ
た
の
は
、
た
と
え
ば
町
で

長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
か
た
は
八
十
四

人
を
数
え
、
こ
れ
ら
の
か
た
に
合
計
で

右
の
よ
う
な
お
見
舞
を
差
し
上
げ
た
と

い
う
乙
と
で
す
。
な
お
、
、
寝
た
き
り
の

ご
老
人
は
二
十
七
人
、
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
は
十
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

嘱
託
員
き
ま
る

　
　
　
…
…
…
…
…
①

〈
千
手
地
区
〉

O
山
野
田
、
外
山
鉄
治
　
○
上
町
、
酒

井
幸
平
　
○
沖
立
、
数
藤
熊
治
　
○
中

央
町
、
小
野
塚
政
市
　
○
田
中
、
石
沢

理
平
　
○
伊
友
、
藤
本
秀
雄
　
○
学
校

町
、
関
口
源
治
郎
　
○
坪
山
、
中
村
克

已
　
○
下
平
、
田
中
四
郎
　
○
発
電
所

通
、
田
中
久
松
　
○
鶴
吉
、
田
村
甚
作

○
霜
条
、
丸
山
安
正
　
○
平
見
、
市
川

彦
平
○
中
島
町
、
柳
辰
男
〇
四

郎
兼
、
長
野
新
一
　
〇
中
屋
敷
、
小
林

喜
三
雄
　
○
木
島
、
小
林
申
一
　
〇
東

善
寺
、
宮
徳
次
郎
　
○
寺
尾
、
白
井
真

一　
〈
橘
地
区
〉

○
寺
ケ
崎
、
山
崎
武
治
　
○
仁
田
、
羽

烏
和
夫
　
○
塩
辛
、
藤
巻
　
勇
　
O
野

口
、
滋
野
永
勝
　
○
根
深
、
丸
山
茂
吉

○
仁
落
、
和
久
井
豊
治

〈
仙
田
地
区
〉

○
岩
瀬
、
小
川
増
太
郎
　
○
藤
沢
、
小

林
一
雄
　
○
赤
谷
、
小
川
金
吾
　
○
越

ケ
沢
、
小
川
伊
作

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
俊
月
分
】

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
・
受
付
順
）

　
中
村
義
雄
（
木
島
町
）
　
高
橋
コ
ノ

（
学
校
町
）
　
丸
山
寛
治
（
原
田
）

中
村
由
蔵
（
坪
山
）
　
高
橋
銀
一
（
上

町
）
　
星
名
イ
シ
（
上
野
）
　
星
名
ミ

イ
（
伊
友
）
　
貴
多
ハ
マ
（
伊
友
）

※
お
も
な
入
手
品

　
ラ
ン
プ
　
オ
ブ
ケ
　
献
茶
用
茶
わ
ん

御
名
号
ジ
ク
（
ウ
ラ
掛
け
と
も
）
　
戸

だ
な
　
階
段
　
ね
こ
車
　
ハ
ン
　
江
戸

時
代
の
測
量
盟
一
式
　
髪
か
ざ
り
　
た

か
ば
た

総
選
挙

　
　
一
票
の
ゆ
く
え

　
こ
の
お
ぱ
あ
さ
ん
の
真
剣
な
様
子

と
、
ち
ょ
う
ど
投
票
所
の
人
の
流
れ

が
と
だ
え
た
わ
ず
か
な
余
裕
が
、
投

票
事
務
に
従
事
し
て
い
た
わ
た
し
に

カ
メ
ラ
を
持
た
せ
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
が
投
票
を
終
え
る
と
、
あ
と
は

ま
た
、
ひ
と
し
き
り
、
降
り
積
も
っ

た
雪
の
白
さ
の
よ
う
に
、
こ
ん
ご
数

年
間
の
自
分
た
ち

の
生
活
を
か
け
た

一
票
の
行
使
が
続
く
の
で
し
た
。

　
暮
れ
の
二
十
七
日
に
執
行
さ
れ
た

衆
院
選
。
当
日
の
有
権
者
数
は
男
三

千
七
百
六
十
四
人
・
女
四
千
一
百
三

十
三
人
。
投
票
者
数
は
男
二
千
七
百

六
十
三
人
・
女
三
千
三
百
九
十
人
で

投
票
率
は
、
男
子
が
七
三
　
四
＝
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
二
％
・
全

広蝦プ忽

奇

女
子
八
二

体
で
七
七
、
九
；
％
。

　
各
候
補
者
の
得
票
数
は
・

届
出
順
に
、
大
竹
太
郎
五

百
八
十
三
票
・
高
鳥
修
千

八
百
八
十
三
票
・
木
島
喜

兵
衛
千
九
百
十
二
票
・
須

藤
友
三
郎
七
十
一
票
・
塚

田
徹
千
六
百
十
五
票
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　
選
挙
が
済
ん
で
、
わ
た

し
た
ち
は
白
い
雪
の
中
に

し
み
の
あ
っ
た
こ
と
を
矢

り
ま
し
た
。

　
た
し
か
に
選
挙
は
済
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
同
時
に
、
汚
名
を
す
す

ぐ
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
の

で
す
．
　
　
（
z
）
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だ
れ
に
言
わ
れ
る
で
も

な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で

納
め
て
い
る
税
金
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
〃
た
ば
こ

消
費
税
〃
で
す
。

　
そ
の
く
せ
、
あ
ま
り
意

識
さ
れ
て
い
な
い
よ
・
つ
で

す
が
、
そ
れ
も
道
理
、
厳

密
に
言
う
な
ら
納
め
て
い

る
の
は
専
売
公
社
だ
か
ら

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
済
ま

せ
て
し
ま
う
の
は
チ
ョ
ッ

ト
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が
お
買
い
に
な

る
た
ぱ
こ
の
種
類
・
値
段

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

売
上
げ
本
数
の
多
少
に
よ

っ
て
、
川
西
町
に
は
い
っ

て
く
る
た
ば
こ
消
費
税
額

が
左
右
さ
れ
る
の
で
す
。

　
四
十
三
年
度
に
町
へ
納

付
さ
れ
た
た
ば
こ
消
費
税
は
約
八
百
万

円
、
同
じ
く
四
十
四
年
度
予
算
の
歳
入

に
組
み
込
ま
れ
た
税
額
は
約
一
千
万
円

と
い
う
大
き
な
額
に
の
ぼ
り
、
あ
な
た

の
何
気
な
い
由
プ
カ
リ
と
一
服
」
が
町

の
財
政
に
大
き
く
寄
与
し
、
橋
や
道
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
た
ば
こ
消
費
税
は
、
ド
コ
の
ダ
レ
が

買
お
う
と
、
が
、
は
こ
が
売
れ
た
市
町
村

に
納
付
さ
れ
ま
す
。

　
税
額
の
算
定
は
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
と
、
ど
ん
な
た
ば
こ
で
も
一
本
の
値

段
を
三
円
六
十
四
銭
一
厘
と
み
な
し
、

こ
れ
に
一
八
、
　
丁
％
め
税
率
を
掛
け
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
　
一
本
あ
た
り
の
税

金
は
六
十
五
銭
九
厘
、
二
十
本
入
り
一

箱
で
は
十
三
円
十
八
銭
と
な
り
、
こ
の

計
算
で
、
あ
な
た
が
町
で
お
買
い
に
な

る
分
の
た
ば
こ
消
費
税
が
、
自
動
的
に

川
西
町
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
算
定
の
基
硬
に
な
る
一
本
あ
た
り
の

値
段
は
随
時
改
定
さ
れ
、
ほ
か
に
、
県

に
も
一
〇
、
三
％
め
税
金
が
納
付
さ
れ

ま
す
が
、
た
ば
こ
は
ゼ
ヒ
町
内
で
お
買

い
求
め
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
等
法
定

資
料
の
提
出
期
限
は

三
十
一
日
で
す

　
次
の
支
払
調
書
を
期
限
ま
で
に
お
忘

れ
な
く
ご
提
出
ね
が
い
ま
す
。

支
払
内
容
別
の
調
書
の
種
類

俸
給
・
給
料
・
賞
与
・
年
金
の

支
払
い
は
：
：
給
与
所
得
の
源
泉
徴

　
　
収
票

退
職
手
当
・
一
時
恩
給
の

…
文
化
財
が

…
　
ど
っ
さ
り
こ
／

｝
　
名
塚
春
二
先
生
（
新
町
新
田
）
が

㎜
土
器
や
石
器
な
ど
貴
重
な
埋
蔵
交
化

㎜
財
数
千
点
を
町
に
寄
贈
さ
れ
た
。

…
　
名
塚
先
生
が
十
日
町
の
高
校
に
お

｝
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
川
西
郷
を
中
心

…
　
と
し
た
考
古
遺
跡
か
ら
の
出
土
器
・

㎜
石
器
を
収
集
し
、
分
類
・
復
元
・
保

…
　
　
　
　
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
関
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存
さ
れ
て

係
者
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

　
そ
の
先
生
が
、
　
一
身
上
の
ご
都
合

で
、
こ
の
春
に
は
小
田
原
市
へ
転
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
博
物
舘
や
考

古
学
者
の
、
ゼ
ヒ
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

支
払
い
は
：
：
退
職
所
得
の
源
泉
徴

　
　
収
票
（
市
町
村
民
税
の
特
別
徴
収

　
　
票
）

原
稿
料
・
印
税
・
講
演
料
等
の
支
払
い

司
法
書
士
・
建
築
士
等
へ
の
報
酬
・
料

金
の
支
払
い
、
外
交
員
・
集
金
人
等
へ

の
報
酬
・
料
金
・
契
約
金
の
支
払
い
、

広
告
・
宣
伝
の
た
め
の
賞
金
の
支
払
い

等
は
：
：
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及

　
　
び
賞
金
の
支
払
調
書

地
代
・
家
賃
・
権
利
金
・
名
義
書
替
料

等
の
支
払
い
は
：
：
不
動
産
の
使
用

　
　
料
等
の
支
払
調
書

土
地
・
家
屋
等
の
譲
り
受
け
の
代
金
の

支
払
い
は
：
：
不
動
産
等
の
譲
受
け

　
　
の
対
価
の
支
払
調
書

　
ま
た
、
市
町
村
民
税
給
与
支
払
報
告

書
も
一
月
三
十
一
日
ま
で
、
と
な
っ
て
お

り
ま
す
か
ら
、
期
限
ま
で
に
市
町
村
長

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
申
し
出
を
断
わ
り
、
町
に
役

だ
つ
な
ら
と
そ
っ
く
り
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
署
ま
た
は
市
町
村
の
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

所
得
税
の
還
付
を

受
け
ら
れ
る
皆
さ

さ
ん
へ

　
還
付
申
告
書
の
受
け
付
け
は
一
月
か

ら
行
な
っ
て
お
り
、
税
務
署
で
は
早
く

還
付
で
き
る
よ
う
準
備
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
申
告
期
限
の
三
月
十
六
日
が
せ
ま
り

ま
す
と
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
ま
た
税
金

の
還
付
も
遅
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

確
定
申
告
の
始
ま
る
二
月
十
五
日
以
前

に
申
告
し
、
還
付
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

小
型
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
文
化
財

は
、
写
真
の
よ
う
に
、
と
り
あ
え
ず

千
手
小
の
一
室
に
納
ま
っ
た
。
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読
書
案
内

◇
農
文
協

　
農
家
の
く
ら
し
を
考
え
る

　
　
　
山
田
民
雄
編

　
親
の
立
場
、
子
の
立
場

　
　
　
山
田
桂
子
編

◇
国
土
社

　
日
本
の
子
ど
も
の
し
つ
け

　
　
　
鈴
木
道
太
著

二
五
。
円
（

二
五
。
円
（

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

内
山
　
勝
新
町
新
田

若
山
須
美
子
新
町
新
田
か
ら

丸
山
　
一
郎

和
田
ノ
リ
子

中
村
立
美

沼
澤
静
子

星
名
孝
二

茂
木
美
知
子

宮
　
和
之

軸
屋
直
澄

木
落

小
千
谷
か
ら

福上東坪
山京

か
ら

野島
か
ら

山
野
田

鹿
児
島
か
ら

一
二
四
〇
円
　
昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

縢
・
窓
撚

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

茂
野
　

一
也
　
正
男
長
男
　
　
藤
　
澤

中
村
　
泰
正
　
忠
　
長
男
　
　
坪
　
山

藤
巻
　
直
樹
　
健
一
二
男
　
　
塩
　
辛

藤
巻
　
文
雄
　
勇
作
長
男
　
　
塩
　
辛

平
野
恵
理
子
　
政
利
三
女
　
　
木
　
島

中
島
利
恵
子
　
徳
栄
長
女
　
　
上
　
野

丸
山
ゆ
り
子
　
和
徳
四
女
　
　
根
　
深

星
名
　
千
晴
　
豊
平
長
女
　
　
上
　
野

清
水
　
芳
浩
　
芳
雄
二
男
　
下
平
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

丸根泰阿田矢登田高肥高
山津野部中口坂島橋田橋
　　　　　あ　　　　野
満愛政春　や　令忠ミ日
夫子雄美昭子剛子彦ヨ吉

水
落
キ
ョ
ミ

高
倉

新
発
田
か
ら

長岩埼坪
山玉

か
ら

瀬野
か
ら

発
電
所
通
り

原根上仁中

里
か
ら

田野
か
ら

深田
か
ら

星茂高蔵高登数金清
名野橋品橋坂藤井水
　　　儀　　　　卯
ッサッ三ヨミ誠平宏
ナクタ郎キ子平治司

　　艇
／＼＼

東
善
寺

霜藤三霜三赤伊室

条沢領条領谷友島

九八八七七七七六二
一一二〇九九七六六五

母
の
背
に
あ
り
て
蜜
柑
を

板
の
間
の
拭
き
磨
か
れ
て
炉
火
の
あ
り

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
凡
石

埋
り
し
家
の
小
さ
く
雪
つ
づ
く

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
　
文
峯

師
走
空
背
戸
へ
吹
入
る
朝
の
風

　
　
元
町
田
畑
東
洋
（
8
6
才
）

神
の
灯
の
下
に
米
積
み
年
を
越
す

　
　
　
　
寺
尾
清
水
　
紀
風

除
雪
車
の
雪
嵩
上
げ
し
力
か
な

　
新
年
雑
詠
　
　
太
田
白
南
風

往
き
交
す
雪
道
二
本
初
詣

高
窓
を
斜
め
に
走
り
初
日
射

雪
少
な
き
こ
と
の
御
慶
を
交
し
合
う

か
わ
に
レ

俳
凪

　
太
田
白
南
風
選

上
野
富
井
　
貞
生

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
し




